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	Ⅰ　指定施設における不在者投票制度について
	１　不在者投票制度とは
	【参考Ｑ＆Ａ①】

	２　不在者投票管理者には誰がなるか
	【参考Ｑ＆Ａ②】

	３　指定施設で不在者投票をできる選挙人は
	【参考Ｑ＆Ａ③】

	４　不在者投票のできる選挙の種類は
	５　不在者投票管理者の主な仕事は
	６　留意していただくこと
	〔参　　考〕
	（１）選挙権の要件は、下記の積極的要件を具備していることを要するとともに、欠格事由（消極的要件）に該当していないことが必要です。
	（２）各選挙において選挙人が実際に選挙権を行使するためには、選挙人名簿に登録されている必要があります。
	（３）一度調製された選挙人名簿は永久に据え置かれますので、選挙人は一度名簿に登録されますと抹消されない限り、その登録は永久に有効です。


	Ⅱ　不在者投票管理事務について
	１　投票用紙等の交付請求は
	【参考Ｑ＆Ａ④】
	（１）指定施設の長（不在者投票管理者）が代理請求する方法
	【参考Ｑ＆Ａ⑤】
	【参考Ｑ＆Ａ⑥】

	（２）選挙人が自ら交付請求する方法（本人請求）
	【参考Ｑ＆Ａ⑦】


	２　投票用紙及び不在者投票用封筒の受領は
	【参考Ｑ＆Ａ⑧】
	（１）いつ投票を行わせるか
	【参考Ｑ＆Ａ⑨】

	（２）投票のための設備は
	【参考Ｑ＆Ａ⑩】

	（３）立会人の選任は
	【参考Ｑ＆Ａ⑪】
	【参考Ｑ＆Ａ⑫】

	（４）不在者投票を行わせる前にしなければならないことは
	【参考Ｑ＆Ａ⑬】

	（５）投票を行わせるときの手続は
	【参考Ｑ＆Ａ⑭】


	４　不在者投票の送り方は
	（１）選挙人（代理投票の場合は、代理記載人）から投票の提出を受けたときは、指定施設の長（不在者投票管理者）は、不在者投票用外封筒の裏面に投票年月日、投票場所（（例）○○病院○階会議室）を記載し、不在者投票管理者の欄に職名及び氏名（（例）○○病院長○○○○）を記載し、更に立会人の欄に立会人の署名をさせてください。
	（２）（１）の処理が終わった外封筒を同一の市区町村の選挙管理委員会ごとに他の適当な封筒に入れて封をし、その表面に｢投票在中｣と表示した上、裏面に記名（施設の名称及び不在者投票管理者の氏名等）押印をしてそれぞれの選挙管理委員会宛に速やかに送付してください。
	（３）送付の際には、以下の書類も同封してください。

	５　所要経費の請求は
	（１）指定施設で不在者投票の事務を行っていただく場合、投票用紙等の請求や投票後の投票用紙の送付など経費が必要になりますので、これらに要する経費として施設からの請求に基づき、不在者投票を完了した選挙人１人につき1,073円を支払うこととなっています。
	（２）所要経費の請求先は、下記のとおり選挙の種類によって異なりますので御注意ください。請求の方法については、選挙の種類ごとに下記請求書送付先宛お問いわせください。
	（１）指定施設の長（不在者投票管理者）が市区町村の選挙管理委員会が選定した外部立会人を選任し、投票に立ち会わせた場合（Ｐ.13「②公正確保等（外部立会人の選任）、＜１＞」）は、指定施設の長（不在者投票管理者）から外部立会人に対し、謝金を支払う必要があります。
	（２）謝金額は、１人１日10,900円（8.5時間分）が基準（上限）とされていますが、１日のうちの一部の時間について従事した場合には、従事時間数に応じた額となります。
	（３）指定施設の長（不在者投票管理者）が外部立会人に対して謝金を支払った場合、大阪府知事宛にその費用を請求することができます。
	（４）請求の際は、次の書類が必要です。
	（５）請求先は、原則として、Ｐ. 18（２）の表と同じです。


	Ⅲ　不在者投票指定施設における選挙運動について
	（１）不在者投票管理者は、不在者投票に関し、その者の業務上の地位（その者の日常　　　 の職務上有する影響力）を利用して選挙運動をすることが禁止されています。
	（２）全ての選挙において、その選挙の期日の公示（告示）日から、選挙の当日までの間、国、地方公共団体が所有し、又は管理する建物（専ら職員の居住の用に供されているもの及び公営住宅を除く。）では、政党その他の政治活動を行う団体が、政治活動のためのポスターを掲示することやビラ等の文書図画（新聞紙及び雑誌を除く。）を頒布（郵便又は新聞折込みの方法による頒布を除く。）することは禁止されています。
	（３）衆議院（小選挙区選出）議員、参議院（選挙区選出）議員及び都道府県知事の選挙においては、選挙運動用ポスター（衆議院議員総選挙における候補者届出政党又は名簿届出政党等及び参議院比例代表選出議員選挙における名簿登載者（候補者）（優先的に当選人となるべき候補者としてその氏名及び当選人となるべき順位が参議院名簿に記載されている者を除く。）が使用するものを除く。）を公営ポスター掲示場以外の場所に掲示することは一切できないとされていますので、病院や施設の室内や廊下等に選挙運動用ポスターを掲示することはでき...
	（４）衆議院議員総選挙では候補者届出政党又は名簿届出政党等が、また、参議院比例代表選出議員選挙では名簿登載者（候補者）（優先的に当選人となるべき候補者としてその氏名及び当選人となるべき順位が参議院名簿に記載されている者を除く。）が使用する選挙運動用ポスターの掲示については、公営ポスター掲示場制度が導入されていませんので、掲示箇所の管理者の同意のもと、自由に掲示することができますが、次のような場所への掲示は禁止されています。
	（５）選挙の種類によっては、選挙期日の公示（告示）日からその選挙の当日までの間、一定の要件を具備する政党その他の政治団体が、政治活動用ポスター及び推薦演説会周知用ポスターを掲示することが認められていますが、この場合でもこれらポスターを前記（４）の①及び②の場所に掲示することが禁止されています。
	（６）何人も病院、診療所その他の療養施設においては、いかなる名義であっても、選挙運動のための演説や連呼行為をすることが禁止されています。
	（７）何人も選挙に関し、投票を得若しくは得さしめ又は得さしめない目的をもって戸別訪問をすることが禁止されていますが、指定施設においても、各部屋（病室など）が構造上それぞれ独立しており、しかも入院患者（入所者）が相当期間継続して入院（入所）している場合にあって、社会通念に照らし、各部屋が入院患者（入所者）の居室に準ずる程度にまで達していると認められるときには、各部屋を訪問し、投票依頼をすることも戸別訪問の禁止行為に該当します。
	（８）何人も、選挙の期日（ただし、無投票の場合にあっては、その旨を選挙長が告示した日）後において、当選又は落選に関し、選挙人に挨拶をする目的をもって各部屋を戸別訪問することも禁止されています。
	（９）選挙管理委員会のホームページに掲載されている候補者情報や選挙公報のページをプリントアウトして頒布することは、違法な文書図画の頒布に当たるおそれがあります。
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